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平成２８年度　新規評価実施箇所数一覧（整備系） （様式１）

1千万円 5千万円 1億円 10億円

以上 以上 以上 以上

～ ～ ～ ～

5千万円 1億円 10億円

未満 未満 未満

漁港漁村活性化対策事業 1 1 1 1 1

クリーク防災機能保全対策事業 2 1 1 1 1

ため池等整備事業 5 1 1 1 1

漁港機能強化事業 1 0 0 0

農業用河川工作物応急 2 0 0 0

小計 11 3 3 3 0 1 2 0

経営体育成基盤整備事業 2 1 1 1 1

小計 2 1 1 1 0 0 1 0

山地治山事業 32 23 23 23 18 4 1

（前回報告時点） （31） （22） （22） （22） （17） （4） （1）

小計 32 23 23 23 18 4 1 0
道路整備交付金事業
（社会資本整備総合交付金） 30 2 2 2 2
道路整備交付金事業
（防災・安全社会資本整備交付金） 38 11 11 11 2 8 1

小計 68 13 13 13 0 2 10 1

街路整備交付金事業 2 2 2 2 2

小計 2 2 2 2 0 0 0 2

住宅建設整備交付金事業 1 1 1 1 1

小計 1 1 1 1 0 0 0 1

河川局部改築事業 20 7 7 7 2 5

通常砂防事業 11 9 9 9 9

海岸保全施設整備交付金事業 1 1 1 1 1

急傾斜地崩壊対策事業 2 1 1 1 1

小計 34 18 18 18 2 5 11 0

合計 150 61 61 61 20 12 25 4

（149） （60） （60） （60） （19） （12） （25） （4）

41% 41% 41% 33% 20% 42% 7%

課名 事業名

評価箇所数

検討
箇所数

現地機関
評価
箇所数

事業担当
課評価
箇所数

部評価
箇所数
Ａ

部が評価
した件数

農山漁村課

農地整備課

森林整備課

事業費毎の内訳
（Ａの内訳）

道 路 課

都市計画課

建築住宅課

河川砂防課

検討箇所数に占める割合

事業担当
課が評価
した件数

合計（前回報告時）

1
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新規評価箇所検討一覧表 様式２
担当課 森林整備課

市町名 旧市町名
町・大字
等

位
置
づ
け

必
要
性
・
効
果

実
施
環
境

1-1 治山 生活関連 山地治山事業 尖尾地区 小城市 小城町 岩蔵
山腹工 0.1ha
渓間工(治山ダム) 3個

Ａ Ａ Ａ Ⅰ 143      公 H31
総合計画２０１５の施策体系３－（４）－⑤
「多様な森林（もり）・緑づくり」の推進

山地災害の恐れがある箇所を早急に整備する必
要があるため

1-2 治山 生活関連 山地治山事業 尖尾地区 小城市 小城町 岩蔵
山腹工 0.1ha
渓間工(治山ダム) 3個

Ａ Ａ Ａ Ⅰ 143      公 H31
総合計画２０１５の施策体系３－（４）－⑤
「多様な森林（もり）・緑づくり」の推進

山地災害の恐れがある箇所を早急に整備する必
要があるため

2 治山 生活関連 山地治山事業 深底地区 小城市 小城町 池上
山腹工 0.1ha
(法枠工)

Ａ Ａ Ａ Ⅰ 33       公 H29
総合計画２０１５の施策体系３－（４）－⑤
「多様な森林（もり）・緑づくり」の推進

山地災害の恐れがある箇所を早急に整備する必
要があるため

3 治山 生活関連 山地治山事業 上三津西地区 吉野ヶ里町 東脊振村 三津 渓間工(治山ダム) 1個 Ａ Ａ Ａ Ⅰ 31       公 H29
総合計画２０１５の施策体系３－（４）－⑤
「多様な森林（もり）・緑づくり」の推進

山地災害の恐れがある箇所を早急に整備する必
要があるため

4 治山 生活関連 山地治山事業 上野地区 武雄市
橘町
永島

山腹工 0.1ha
(法枠工)

Ａ Ａ Ａ Ⅰ 20       単 H29
総合計画２０１５の施策体系３－（４）－⑤
「多様な森林（もり）・緑づくり」の推進

山地災害の恐れがある箇所を早急に整備する必
要があるため

5 治山 生活関連 山地治山事業 浦田地区 武雄市
橘町
大日

山腹工 0.1ha
(法枠工)

Ａ Ａ Ａ Ⅰ 20       単 H29
総合計画２０１５の施策体系３－（４）－⑤
「多様な森林（もり）・緑づくり」の推進

山地災害の恐れがある箇所を早急に整備する必
要があるため

6 治山 生活関連 山地治山事業 市川地区 佐賀市 富士町 市川
山腹工 0.1ha
(固定工)

Ａ Ａ Ａ Ⅰ 34       公 H29
総合計画２０１５の施策体系３－（４）－⑤
「多様な森林（もり）・緑づくり」の推進

山地災害の恐れがある箇所を早急に整備する必
要があるため

7 治山 生活関連 山地治山事業 上ノ間地区 伊万里市
脇田町
上ノ間

山腹工 0.1ha
(地山補強土工、法枠
工)

Ａ Ａ Ａ Ⅰ 25       単 H29
総合計画２０１５の施策体系３－（４）－⑤
「多様な森林（もり）・緑づくり」の推進

山地災害の恐れがある箇所を早急に整備する必
要があるため

8 治山 生活関連 山地治山事業 提川地区 伊万里市
松浦町
提川

山腹工 0.1ha
(排土工、土留工等)

Ａ Ａ Ａ Ⅰ 40       単 H29
総合計画２０１５の施策体系３－（４）－⑤
「多様な森林（もり）・緑づくり」の推進

山地災害の恐れがある箇所を早急に整備する必
要があるため

9 治山 生活関連 山地治山事業 稗古場地区 有田町 稗古場
山腹工 0.15ha
(落石防止工)

Ａ Ａ Ａ Ⅰ 20       公 H29
総合計画２０１５の施策体系３－（４）－⑤
「多様な森林（もり）・緑づくり」の推進

山地災害の恐れがある箇所を早急に整備する必
要があるため

10 治山 生活関連 山地治山事業 岩崎地区 有田町 岩谷川内
渓間工
(治山ダム) 1個
(流路工) 30m

Ｂ Ａ Ａ Ⅰ 33       公 H29
総合計画２０１５の施策体系３－（４）－⑤
「多様な森林（もり）・緑づくり」の推進

山地災害の恐れがある箇所を早急に整備する必
要があるため

11 治山 生活関連 山地治山事業 浦平地区 唐津市 厳木町 星領 渓間工(治山ダム) 1個 Ｂ Ａ Ａ Ⅰ 35       公 H29
総合計画２０１５の施策体系３－（４）－⑤
「多様な森林（もり）・緑づくり」の推進

山地災害の恐れがある箇所を早急に整備する必
要があるため

12 治山 生活関連 山地治山事業 花降地区 唐津市 相知町 千束 渓間工(治山ダム) 1個 Ｂ Ａ Ａ Ⅰ 35       公 H29
総合計画２０１５の施策体系３－（４）－⑤
「多様な森林（もり）・緑づくり」の推進

山地災害の恐れがある箇所を早急に整備する必
要があるため

13 治山 生活関連 山地治山事業 立石地区 伊万里市
立花町
立石

渓間工
(治山ダム) 2個
(流路工) 40m

Ｂ Ａ Ａ Ⅰ 55       公 H30
総合計画２０１５の施策体系３－（４）－⑤
「多様な森林（もり）・緑づくり」の推進

山地災害の恐れがある箇所を早急に整備する必
要があるため

14 治山 生活関連 山地治山事業 大空地区 唐津市 七山村
七山
荒川

既設治山施設修繕
(再設置)

Ｂ Ａ Ａ Ⅰ 59       公 H29
総合計画２０１５の施策体系３－（４）－⑤
「多様な森林（もり）・緑づくり」の推進

山地災害の恐れがある箇所を早急に整備する必
要があるため

15 治山 生活関連 山地治山事業 上中原地区 唐津市 厳木町 浦川内 渓間工(治山ダム) 1個 Ｂ Ａ Ａ Ⅰ 35       公 H29
総合計画２０１５の施策体系３－（４）－⑤
「多様な森林（もり）・緑づくり」の推進

山地災害の恐れがある箇所を早急に整備する必
要があるため

公
・
単

完成
予定
年度

重要施策との関連性
（他事業との関連含む）

新規評価に至った経緯事業概要

評価

判断
総事業費
（百万円）

番号 種別 事業区分 事業名
箇所名等

（路河川・地区名）

施工箇所
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市町名 旧市町名
町・大字
等

位
置
づ
け

必
要
性
・
効
果

実
施
環
境

公
・
単

完成
予定
年度

重要施策との関連性
（他事業との関連含む）

新規評価に至った経緯事業概要

評価

判断
総事業費
（百万円）

番号 種別 事業区分 事業名
箇所名等

（路河川・地区名）

施工箇所

16 治山 生活関連 山地治山事業 藪田地区 唐津市 七山村
七山
木浦

渓間工(治山ダム) 1個 Ｂ Ａ Ａ Ⅰ 32       公 H29
総合計画２０１５の施策体系３－（４）－⑤
「多様な森林（もり）・緑づくり」の推進

山地災害の恐れがある箇所を早急に整備する必
要があるため

17 治山 生活関連 山地治山事業 古屋敷地区 唐津市 厳木町 中島 渓間工(治山ダム) 1個 Ｂ Ａ Ａ Ⅰ 48       公 H29
総合計画２０１５の施策体系３－（４）－⑤
「多様な森林（もり）・緑づくり」の推進

山地災害の恐れがある箇所を早急に整備する必
要があるため

18 治山 生活関連 山地治山事業 万造地区 唐津市 厳木町 厳木 渓間工(治山ダム) 1個 Ｂ Ａ Ａ Ⅰ 25       公 H29
総合計画２０１５の施策体系３－（４）－⑤
「多様な森林（もり）・緑づくり」の推進

山地災害の恐れがある箇所を早急に整備する必
要があるため

19 治山 生活関連 山地治山事業 桃原地区 唐津市 相知町 伊岐佐 渓間工(治山ダム) 3個 Ｂ Ｂ Ａ Ⅱ 73       公 H30
総合計画２０１５の施策体系３－（４）－⑤
「多様な森林（もり）・緑づくり」の推進

山地災害の恐れがある箇所を早急に整備する必
要があるため

20 治山 生活関連 山地治山事業 松原地区 唐津市 相知町 伊岐佐 渓間工(治山ダム) 1個 Ｂ Ｂ Ａ Ⅱ 25       公 H29
総合計画２０１５の施策体系３－（４）－⑤
「多様な森林（もり）・緑づくり」の推進

山地災害の恐れがある箇所を早急に整備する必
要があるため

21 治山 生活関連 山地治山事業 樋ノ口地区 唐津市 相知町 大野 渓間工(治山ダム) 1個 Ｂ Ｂ Ａ Ⅱ 25       公 H29
総合計画２０１５の施策体系３－（４）－⑤
「多様な森林（もり）・緑づくり」の推進

山地災害の恐れがある箇所を早急に整備する必
要があるため

22 治山 生活関連 山地治山事業 南川原地区 唐津市 相知町 平山上 渓間工(治山ダム) 3個 Ｂ Ｂ Ａ Ⅱ 57       公 H30
総合計画２０１５の施策体系３－（４）－⑤
「多様な森林（もり）・緑づくり」の推進

山地災害の恐れがある箇所を早急に整備する必
要があるため

23 治山 生活関連 山地治山事業 駄地山地区 武雄市 山内町 鳥海
山腹工 0.1ha
(排土工、アンカー工
等)

Ａ Ａ Ａ Ⅰ 30       単 H29
総合計画２０１５の施策体系３－（４）－⑤
「多様な森林（もり）・緑づくり」の推進

山地災害の恐れがある箇所を早急に整備する必
要があるため
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（様式3） 

公共事業新規評価調書（整備系） 

 

本部名 

部 名 
農林水産部 

記 入 

責任者 

森林整備課  課 長 外尾 康昭 

杵藤農林事務所  所 長 古賀 由紹 

 

事 業 

区 分 

生活関連 

治山事業 

事 業 名 地区名等 

総事業費 30百万円
山地治山事業 駄地山

だ じ や ま

地区 

事 業 地 着工予定年度 完成予定年度 

武雄市 山内町 大字 鳥海 平成29年度 平成29年度 

事 業 目 的 事 業 内 容 

当地区は、平成 28年9月豪雨により地すべり性の山腹

崩壊が発生し、直下にある人家に土塊の押出しが確認さ

れ、災害発生から更なる拡大の恐れが高い。 

 このため、崩壊した山腹斜面を復旧整備する。 

山腹工（排土工、アンカー工等）0.1ha  

 

評価の視点 評 価 内 容 評 価 

（１）位置づけ 「新しい佐賀の森林づくりビジョン（Ｖｅｒ．２）」の「環境を育む森林づくり」の 

推進に位置づけられている。 （10） 
Ａ 

（80） 
山腹崩壊が発生しており、災害発生の恐れが高い。 (50) 

山地災害危険区域であり、保全人家戸数1戸 （20） 

（２）必要性・効果 費用対効果は1.0以上2.0未満 （1.15） である。 （50） 

過去に土砂流出の災害履歴がある。 （10） 

山腹斜面の傾斜は62％である。 （10） 

被害想定区域内に公共施設（林道）がある。（10） 

Ａ 

（80） 

（３）実施環境 地元からの要望がある。 （60） 

武雄市も事業に向け積極的である。 （40） 
Ａ 

（100） 

 

評 価 ＡＡＡ 条 件 等 

判 断 
Ⅰ  

優先的に事業を実施 
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定性評価調書 

○自然環境保全 

内  容 

当該事業の実施により、森林の持つ水源かん養や土砂流出防止機能が維持されるものであり、工法の決定に 

当たっても、自然環境の保全や負荷の低減に配慮する。 

・法枠工等の設置により、山腹斜面の侵食防止や掘削範囲の抑制を図り、森林の生育基盤を確保する。 

・法枠工枠内の種子吹付については、在来種を使用し、山腹斜面の早期緑化を図る。 

 

※ 動植物の保護、農地の保全、山地・山間地の保全、水辺環境の保全等に配慮している事項について、工法、対策、

留意事項を記載。 

 

○生活環境対策 

内  容 

・機械の選定に当たっては、住宅背後の施工であり、排出ガス対策、低騒音、低振動型の建設機械を使用する。 

・排土工を行う際は、土砂や濁水が住宅地等へ流出しないよう、住宅背後に仮設防護柵の設置や排水処理を行う。 

 

※ 大気・水・土壌・地盤環境の保全、リサイクル、文化財、バリアフリー、周辺土地利用状況等に配慮する事項について、

工法、対策、留意事項を記載。 

 

○コスト縮減策 

内  容 

・特になし 

※ 再生材・発生材の使用等、具体的なコスト縮減策を記載。 

 

○その他 

内  容 

 

※ 特に記述することがあれば記載。 
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0.1ha
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mm mm
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10/10

50/50

1 20/40

80/100   80

10 40/40
10 20/40

0/40

10/10 0/10

50/50

30/50

0/50
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80/100 80

2.0 60/60 .0 2.0 50/60 1.0 0/60

50/60
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10/10 0/10
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